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複 雑性 尿路 感 染症 に対 す るT-1982の 使用 経験

水谷修太郎 ・梶川次郎 ・西本直光 ・三好 進

岩尾典夫 ・東本順三 ・塩田憲三

大阪労災病院泌尿器科

(院長:塩 田憲三)

1日 に1.09のT-1982を,27例 の複雑性尿路感染症に点滴静注した結果を報告する。脱落の7

例(副 作用のために投与を中止した1例 および尿中細菌数104/ml未 満の6例)を 除 き,20例(単

独感染症10例 および混合感染症10例)の うち,9例 に著効,2例 に有効,そ して9例 に無効の結果を

得,総 合有効率は55%で あった。膿尿に対 しては20例 中10例 に正常化,2例 に改善,そ して8例 に

不変の結果を得た。細菌尿に対しては20例 中9例 に陰性化,7例 に菌交代,そ して4例 に不変の結

果を得た。E.coliのMICは0.4μg/m1以 下であり,す べて投与後に消失をみ,S.faecalisとR

amginosa以 外の菌 もすべて消失した。他方,S.faecalisとP.aemginosaと は,MICが50μg/

ml以 上を呈し,残 存ないし交代菌の大部分を占めた。

両眼瞼部に軽度の発赤および掻痒感を訴えたために,2日 目に投与を中止した1例 は,そ の後そ

れ らの症状を訴えなかった。なお投与前の皮内テス トでは陰性を呈していた。27例 の全例で,一 般

血液,肝 機能および血液化学の諸検査にて,本 剤投与に特異的であると考えられる変化を認めなか

った。

新合成セファマイシソ系薬剤T-1982を 複雑性尿路感

染症に投与 した結果を報告する。

1.対 象 と 方 法

1981年6月 か ら8月 までに大阪労災病 院泌 尿器科に

て,本 剤を使用した症例は27例 であった。その内訳は男

子17名,女 子10名 で あり,年 齢分布は18歳 か ら80歳 まで

で,平 均年齢は45.8歳 である(Table1)。 症 例21は 副作

用にて投与開始後2日 目に投与を中止したために,ま た

症例22か ら症例27ま での6例 は投与開始時に膿尿を呈し

ていたけれ ども尿緬菌培養が陰性であったために,い ず

れも効果判定の対象から除外した症例である。

症例1か ら20ま での投与 方法 は,1日1.09を 分1ま

たは分2で,そ れぞれ約60分 間を要して点滴静注した。

投与期間は4日 間が3例,5日 間が16例,そ して3日 間

の1例(症 例5,単 純感染症 と判断して投与したけれど

も若干の残尿を認めたために,複 雑性感染症の範疇に入

れた)で ある。効果判定はいずれ も投与開始か ら6日 目

にUTI判 定基準によ り施行した。尿中細菌の同定なら

びにディスクテストによる感受性試験は当院の細菌検査

室で,MICの 測定は科研化学(株)で施行された。

II.成 績

T-1982を 投与した27例 中,投 与前に37℃ 以上の発熱

を呈していた16例 では,全 例に解熱を認め,他 方下部尿

路感染症を疑った11例 も全例に自覚症状の消失または改

善を認めた。

脱落の7例 を除外 した20症 例について著効9例,有 効

2例,そ して無効9例 の総合効果を示 し,総 合有効率は

55%を 得た(Table1,2)。

上記20例 における膿尿に対する効果は,消 失の10例,

減少の2例 そして不変の8例 とな り,他 方細菌尿に対す

る効果は,消 失の9例,交 代の7例 そして不変の4例 で

あった(Table3)。 わずか20例 の対象ではあるが,37菌

株 中31株(約84%)が 消失した(Table4)。 菌種別にみ

ると,P.aeruginosaの2株 と もに残存し,消 失は1株

もなかったこと,そ してS.faecalisの7株 中消失が3

株 のみで残存が4株 であったこと,し かしこれ以外の全

菌種の28株 が消失したこと,な どが特筆すべき所見であ

る。交代 して出現した菌種をみて も,P.PsmdoaJnJigenes

の1株 は別として,P.aeruginosaの6株 とS.faecali5の

4株 の2菌 種に集約されていた。MICの 結果は,交代菌

も含めて合計48株 中46株 について,Table5に 表示した。

最 も頻度の高かったE.coliの11株(1株 はMICを 測定

しなかった)に ついてみれ ば,T-1982>CMZ>CEZ>

ABPCの 順 に試験管内抗菌力の差を認めた(Fig.1,2)。

すなわち,T-1982に 対 してE.coliは すべて0.4μg/

ml以 下であり,臨 床効果と合致 した結果 となった。頻

度は低いけれども,K.pnmmoniaeの2株,P.mirabilis,

Citrobuter,S.marcescmsの 各1株 もaooliと 同様に
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI treated with T-1982
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Table 1 (Continued)
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Table 2 Overall clinical efficacy of T-1982 classified by infection type except dropped out cases

Table 3 Overall clinical efficacy of T-1982 in UTI (case 1•`case 20)

Table 4 Bacteriological response to T-1982 in UTI (case 1—case 20)
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Table 5 Susceptibility (1): MIC (ƒÊg/ml) of isolated species from patients

(B) before and (A) after T-1982 treatment
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Fig. 1 Susceptibility distribution of E. coli (11 strains)

Fig. 2 Susceptibility distribution of E. coli (11 strains)

両者の結果が合致 したo逆 に,Paem8inosaの8株 に

おけるMICは,い ずれ も高値であり,臨 床上で も残存

もしくは交代菌である結果 と合致した。他方,Pret老geri

の全3株,Flavobacteriumの 全2株,AlcaligenesとS

aureusの 各1株 では,MICが 高値であるに もかかわ ら

ず,T-1982投 与後には尿から消失していた。Ecloacae

の3株 中2株 でもMICが 高値であったが除菌された。

S. faecalisの11株 で は,報 告されている結果1)と 同様す

べて高いMICを 呈 したけれども,3菌 株が消失 してい

たpMICが 低値であって残存した菌株は1株 もない。

当院の細菌検査室で施行したディスクによる感受性テ

ストの結果をTable 6に 示 した。CEZとABPCと に

ついて,Table 5と 比較すると,ほ ぼ合致した結果 とな

っている。

投与中ならびに投与後の副作用 として,自 覚症状で

は,眼 瞼周囲の発赤と掻痒感を訴 えた症例21の1例 を除

いて,他 の26例 では皆無であった。T-1982投 与前後の

一般血液 ,肝 機能 および血液化学(Table 7)の 検査項

目中,白 血球数 ・血沈など原疾患の影響をうけやすい項

目を除いて,本 剤の影響であると考える変化は1例 も認

め られなかった。特にトランスアミナーゼ値やアルカリ

フォスファターゼ値が投与後に異常に上昇した症例は1

例 もなかった。

III.考 察

症例1,2,12～18,お よび20の 合計10例 は,長 期間

の入院を継続する脊損膀胱であって,毎 月1回 の尿定期

検査では,つ ねに有意の感染を認め,大 部分が膿尿を呈

しているが,平 常はなんらの抗菌剤 も投与せずに経過し

ている。今回は,い ずれの症例 も突然の発熱か ら,上 部

尿路の炎症を疑ってT-1982の 点滴静注を施行したもの

であるけれ ども,神 経麻痺のために,疹 痛などの自覚症

状がないまま,解 熱したことか ら,他 臓器の感染であっ
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Table 6 Susceptibility (2): Disk test of isolated species before and after T-1982 treatment
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た可能性を否定し得ない。UTI基 準 か らみれば,55%

の総合有効率を呈したけれ ども,脊 損患者を除けば,10

例中9例 の高い有効率を得たことになる。低い有効率を

呈した混合感染群の10例 中に,脊 損が8例 も含まれてい

たことからも裏付けられる。

S.faecalisやP.aeruginosaに 対するT-1982のMIC

は,すべて100μ9/m1以 上 を呈し,残 存な い し交代菌

の大部分を占めたこと,と りわけ混合感染群で両菌の残

存や交代が著明であったことは,留 意すべ き所 見で あ

る。

27例 中1例 にのみ副作用が出現 し,臨 床検査値では27

例全例に異常所見を認めなかったことも特筆すべき事項

である。
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CLINICAL STUDIES WITH T-1982 AGAINST

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS
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Twenty-seven patients with complicated urinary tract infections, of which 7 were dropped out, were
given T-1982 at a daily dose of 1.0 g by intravenous drip infusion for 4 or 5 days, and following results
were obtained.

Clinical results were excellent in 9, moderate in 2 and poor in 9 cases. The overall effectiveness rate
was 55%. In bacteriological results, elimination of organisms was found in 9 cases, unchange in 4 cases
and replace in 7 cases. Most of the unchanged and replaced species were P. aeruginosa and S. faecalis.

During the treatment no side effects were observed subjectively or objectively, except for 1 case who
complained of the itching sensation at both eyelids.


